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迫
　企画展「伊達綱

つな

村
むら

没後300年記念お殿様の教養～仙台藩
の武家文化～」のオープニングセレモニーが３月16日、歴
史博物館で開かれました。
　仙台藩４代藩主の綱

つな

村
むら

は、異母弟が登米伊達家の養子にな
るなど、登米地方に関わりの深い人物です。企画展では、綱村
をはじめ、伊達家お殿様の教養に関する資料を展示。来場者
は説明を聞きながら鑑賞し、伊達家の武家文化に関心を寄せ
ていました。企画展は５月19日まで開かれています。

登米
　「蔵っこキッズイベントスケートin ベルサンピア」（とよ
まスポーツクラブ蔵っこ主催、早坂彰

あき

則
のり

理事長）は３月２
日、ベルサンピアみやぎ泉（大和町）で開かれ、小学生16人
がスケートを体験しました。
　参加した子どもたちの多くはスケート未経験者でした
が、インストラクターから約３時間の指導を受けて、すぐに
上達。普段触れることのできない氷のリンクで、転びながら
もスケートを存分に楽しんでいました。

東和
　「第14回米谷ふるさと文化祭」（米谷地域づくり推進協
議会、米谷公民館主催）が３月２、３の両日、米谷公民館で開
かれ、350人を超える来場者でにぎわいました。
　手芸、陶芸、書道、写真、絵画、工芸品など、200 点以上の
作品が来場者を魅了したほか、会場には駄菓子屋コーナー
が設けられ、コーヒーも無料で振る舞われました。ステージ
発表では、小学生によるダンスや歌などが披露され、大いに
盛り上がりました。

中田

豊里
　「男磨き・からだ磨きのためのちょっとやろう会（運動教
室）」は３月23日、豊里公民館で開かれ、消防団豊里支団の
団員33人が参加しました。
　運動教室は、健康運動指導士の薄井愛

あい

氏を講師に招き、働
き盛り世代の男性の生活習慣改善を目的に開催。参加者は
「体力測定で自分の体力を知ることができ、運動不足を感じ
た。もう少し運動を増やしたい」と健康への意識を新たにし
ていました。

石越
　「第24回フットサル石越大会」（石越地区体育協会主催、
石越町サッカー協会主管）は3月24日、石越体育センター
で開かれ、約80人が参加し、親睦を深めました。
　今年で24回目を迎えた本大会は、フットサルの普及と競
技力の向上が目的。市内外から多くのサッカー愛好家が参
加し、中学生から大人まで、幅広い年齢層の選手たちが技を
競い合いました。参加者は、白熱した試合を繰り広げ、心地
よい汗を流しました。

津山
　津山地区防犯指導隊（遠藤一

いち

太
た

郎
ろう

隊長）と登米警察署員に
よる「防犯教室」は３月20日、つやま幼稚園で開かれ、園児
たちが防犯について学びました。
　防犯教室は、手作りした防犯標語の紙芝居「いかのおす
し」を使いながら、防犯の必要性について分かりやすく説
明。紙芝居には、登米署防犯キャラクターのトメルンダーが
登場し、園児たちはトメルンダーと約束した「『いかのおす
し』を守ります」と真剣な表情で防犯を誓いました。

米山
　「第36回東京米山会総会」は３月17日、東京都江東区の
ホテル「アンフェリシオン」で開かれ、米山町出身者など約
60人が再会を喜びました。
　総会後には懇親会が開かれ、懐かしの面々と思い出話に
花を咲かせました。出身地区対抗の歌合戦、歌謡ショーやお
楽しみ抽選会が催され、道の駅米山の物産販売では、油

あぶら

麩
ふ

な
どの古里の味を買い求めていました。最後には参加者全員
で「米山の人」を合唱し、会場は大いに盛り上がりました。

南方
　「2019にしごう企画展」（西郷地区コミュニティ推進協
議会主催、近藤健

けん

悦
えつ

会長）は３月16、17の両日、西郷公民館
で開かれ、141人が来場しました。
　企画展では、西郷小学校の児童が描いた絵、地域住民が制
作した作品や写真などを展示。イベント企画では、子ども向
けの謎解きゲーム、アイシングクッキー作り、フラワーアレ
ンジメントのほか、手打ちそばの実演も催され、参加者は打
ちたてのソバに舌鼓を打っていました。

TOWNS TOPICS

　「夏川堤防敷一斉清掃」（中田地区北上川水系夏川河川愛
護会主催、熊谷憲

のり

雄
お

会長）は３月10日、夏川堤防敷で実施さ
れ、同会の会員約300人が環境美化に取り組みました。
　毎年春と夏の年２回実施されている同清掃活動は、環境
美化と河川への愛護意識を高めることが目的。当日は強い
風が吹き、枯れ草の焼却はできませんでしたが、参加者は、
きれいな堤防敷を維持するために、ごみの撤去や草刈りな
どの作業に励んでいました。


